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(57)【要約】
【課題】ＤＲＬやＣＬＬなどの補助ランプの光源とヘッ
ドランプ用光源とを単一ユニットに組み込んだ構成の車
両用前照灯において、補助ランプとヘッドランプの配光
制御を個別に行えるようにする。
【解決手段】ＤＲＬ用光源１２は、車両前後方向に延び
る第１光軸Ａｘ１上に配置される。ＤＲＬ用レンズ２４
は、ＤＲＬ用光源１２から出射する光を車両前方に投影
する。ＨＬ用レンズ２６は、第１光軸Ａｘ１と平行な第
２光軸Ａｘ２上に後方焦点を有し、ＤＲＬ用レンズ２４
に隣接して配置される。ＨＬ用光源２０は、第２光軸Ａ
ｘ２上にＤＲＬ用光源１２よりも車両後方側に配置され
る。ＨＬ用リフレクタ２２は、ＨＬ用光源２０から出射
する光をＨＬ用レンズ２６の後方焦点に向けて反射する
。サブリフレクタ１８は、リフレクタ２２からＨＬ用レ
ンズ２６に向かう光路と非干渉の位置に配置され、ＤＲ
Ｌ用光源１２から出射する光の一部をＨＬ用レンズ２６
に入射させる。
【選択図】図２



(2) JP 2013-16400 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両前後方向に延びる第１光軸上に配置される第１光源と、
　前記第１光源から出射する光を車両前方に投影する第１レンズと、
　前記第１光軸と平行な第２光軸上に後方焦点を有し、前記第１レンズに隣接して配置さ
れる第２レンズと、
　前記第２光軸上に、前記第１光源よりも車両後方側に配置される第２光源と、
　前記第２光源から出射する光を前記第２レンズの後方焦点に向けて反射するリフレクタ
と、
　前記リフレクタから前記第２レンズに向かう光路と非干渉の位置に配置され、前記第１
光源から出射する光の一部を前記第２レンズに入射させるサブリフレクタと、
　を備えることを特徴とする車両用前照灯。
【請求項２】
　前記サブリフレクタは、前記第２レンズの後方焦点の近傍に配置されることを特徴とす
る請求項１に記載の車両用前照灯。
【請求項３】
　前記第１光源から出射する光の一部を前記サブリフレクタに向けて反射する補助反射部
材をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の車両用前照灯。
【請求項４】
　前記第１レンズと前記第２レンズの間の隙間を隠す遮蔽部材をさらに備えることを特徴
とする請求項３に記載の車両用前照灯。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に車両用の前照灯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　他車両のドライバーや歩行者に自車両の存在をより明確に視認させるために、昼間時に
も前照灯を点灯するデイタイムランニングランプが知られている。通常のヘッドランプを
デイタイムランニングランプとして点灯させてもよいが、専用の光源を備えるものも開発
されている。
【０００３】
　特許文献１には、ヘッドランプ用光源とデイタイムランニングランプ用光源とを備える
車両用前照灯が開示されている。この車両用前照灯では、ヘッドランプ用光源からの光が
ヘッドランプ用リフレクタによって車両前方に反射される一方、デイタイムランニングラ
ンプ用光源からの光は、第１および第２デイタイムランニング用ランプ用リフレクタを経
由した後、上記ヘッドランプ用リフレクタによって車両前方に反射される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１５８３８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の構成では、ヘッドランプとしての光とデイタイムランニングランプ
としての光が、ともに同一のヘッドランプ用リフレクタによって車両前方に反射される。
そのため、ヘッドランプとデイタイムランニングランプそれぞれの特性に応じた配光制御
が困難であるという問題がある。
【０００６】
　本発明はこうした状況に鑑みてなされたものであり、その目的は、デイタイムランニン
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グランプ（以下「ＤＲＬ」と呼ぶ）やクリアランスランプ（以下「ＣＬＬ」と呼ぶ）など
の補助ランプの光源とヘッドランプ用光源とを単一ユニットに組み込んだ構成の車両用前
照灯において、補助ランプ用の光学系とヘッドランプ（以下「ＨＬ」とも呼ぶ）用の光学
系とを別個に設けて単独での配光制御を可能にする技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のある態様の車両用前照灯は、車両前後方向に延びる第１光軸上に配置される第
１光源と、第１光源から出射する光を車両前方に投影する第１レンズと、第１光軸と平行
な第２光軸上に後方焦点を有し、第１レンズに隣接して配置される第２レンズと、第２光
軸上に、第１光源よりも車両後方側に配置される第２光源と、第２光源から出射する光を
第２レンズの後方焦点に向けて反射するリフレクタと、リフレクタから第２レンズに向か
う光路と非干渉の位置に配置され、第１光源から出射する光の一部を第２レンズに入射さ
せるサブリフレクタと、を備える。
【０００８】
　この態様によると、例えばＤＲＬまたはＣＬＬ用の光源として使用される第１光源と、
例えばヘッドランプ用の光源として使用される第２光源のそれぞれから出射する光をレン
ズに向ける光学系が別個に設けられているので、第１光源と第２光源のそれぞれの目的に
合わせて配光を制御することができる。また、第１光源から出射した光が第１レンズと第
２レンズの両方から車両前方に照射されるので、第１光源点灯時の発光面積を拡大するこ
とができる。また、異なる目的を有する二種類のランプを一つのユニットとして一体化す
ることができるため、低コスト化、省スペース化を図ることができる。
【０００９】
　サブリフレクタが第２レンズの後方焦点の近傍に配置されてもよい。これによると、サ
ブリフレクタからの反射光が第２レンズの光軸付近で照射されるため、第１光源点灯時に
水平線の近傍を明るく照射することができる。
【００１０】
　第１光源から出射する光の一部をサブリフレクタに向けて反射する補助反射部材をさら
に備えてもよい。これによると、第１光源から第２レンズに直接光を到達させるよりも、
第２レンズに導かれる光量を増やすことができる。なお、補助反射部材は、他の光学部品
の一部であってもよいし、単体の光学部品であってもよい。
【００１１】
　第１レンズと第２レンズの間の隙間を隠す遮蔽部材をさらに備えてもよい。これによる
と、補助反射部材などの前照灯内部の構造を外部から見えないようにして見映えを改善す
ることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ＤＲＬやＣＬＬなどの補助ランプの光源とヘッドランプ用光源とを単
一ユニットに組み込んだ構成の車両用前照灯において、補助ランプとヘッドランプの配光
制御を個別に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る車両用前照灯を組み合わせた前照灯ユニットを車両正
面から見た図である。
【図２】図１の車両用前照灯のＡ－Ａ線に沿った概略断面図である。
【図３】（ａ）は、図２の車両用前照灯においてＨＬ用光源を点灯したときの光線軌跡図
であり、（ｂ）は、図２の車両用前照灯においてＤＲＬ用光源を点灯したときの光線軌跡
図である。
【図４】実施の形態２に係る車両用前照灯の概略断面図である。
【図５】（ａ）は、図４の車両用前照灯においてＨＬ用光源を点灯したときの光線軌跡図
であり、（ｂ）は、図４の車両用前照灯においてＤＲＬ用光源を点灯したときの光線軌跡
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図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
実施の形態１．
　図１は、本発明の一実施形態に係る車両用前照灯を組み合わせた前照灯ユニット１００
を車両正面から見た図である。前照灯ユニット１００は、三つの車両用前照灯１０が備え
られる。各車両用前照灯１０は、ＤＲＬ用レンズ２４、ＨＬ用レンズ２６がカバー３４に
嵌め込まれている。ＤＲＬ用レンズ２４とＨＬ用レンズ２６の間には、遮蔽部材２８が配
置される。遮蔽部材２８は、後述する補助反射部材１６などの前照灯内部の構造を外部か
ら遮蔽して、車両正面から観察したときの見映えを改善する。
【００１５】
　車両用前照灯１０は、後述するように、デイタイムランニングランプ（ＤＲＬ）用の光
源とヘッドランプ（ＨＬ）用の光源の両方を単一の筐体内に備えている。そして、いずれ
かの光源を点灯することで、例えば車両前方２５メートルの位置に配置される仮想鉛直ス
クリーン上にＤＲＬ、ＨＬそれぞれの配光パターンを形成することができる。本実施形態
では、ＨＬ用光源の点灯時にロービーム用配光パターンが形成されるように配光制御され
ているが、ハイビーム用配光パターンなどの他の配光パターンが形成されるようにしても
よい。
【００１６】
　図２は、車両用前照灯１０の図１のＡ－Ａ線を含む鉛直平面によって切断された概略断
面図である。前方開口を有するランプボディ３０と、前方開口部を覆うように配置された
ＤＲＬ用レンズ２４およびＨＬ用レンズ２６とによって灯室３６が形成され、灯室３６内
に光源およびリフレクタ等が配置される。
【００１７】
　ＤＲＬ用レンズ２４は、ＤＲＬ用光源１２から出射した光を車両前方に投影する。ＤＲ
Ｌ用レンズ２４は、ＤＲＬ用途に合わせて設計された、入射光を上下左右に拡散させる拡
散レンズである。
【００１８】
　ＨＬ用レンズ２６は、ＤＲＬ用レンズ２４の下方に隣接して配置される。ＨＬ用レンズ
２６は、車両前後方向に延びる第２光軸Ａｘ２上に後方焦点を有している。ＨＬ用レンズ
２６は、前方側表面が凸面の平凸非球面レンズからなり、その後側焦点面上に形成される
光源像を反転像として車両用前照灯１０の前方に投影する。
【００１９】
　ＤＲＬ用光源１２は、第２光軸Ａｘ２と平行に車両前後方向に延びる第１光軸Ａｘ１上
に配置される。また、ＨＬ用光源２０は、ＤＲＬ用光源１２よりも車両後方側に第２光軸
Ａｘ２上に配置される。ＨＬ用光源２０は、放熱板および不要な反射光を排除する遮蔽板
を兼ねた基板３２上に配置される
【００２０】
　ＤＲＬ用光源１２とＨＬ用光源２０はともに発光ダイオード（ＬＥＤ）で構成されるこ
とが好ましいが、ハロゲンランプやディスチャージランプなどの任意のランプであっても
よい。以下の説明では、ＤＲＬ用光源１２とＨＬ用光源２０がＬＥＤであるものとして説
明する。ＤＲＬ用光源１２とＨＬ用光源２０は、それぞれ一つのＬＥＤで構成されてもよ
いし、複数のＬＥＤで構成されてもよい。
【００２１】
　ＨＬ用リフレクタ２２は、ＨＬ用光源２０から出射する光をＨＬ用レンズの後方焦点に
向けて反射する。ＨＬ用リフレクタ２２は、光軸Ａｘ２を中心軸とする略回転楕円曲面と
して形成される反射面を光源側に有している。ＨＬ用リフレクタ２２は、ＨＬ用レンズ２
６の後方焦点がＨＬ用リフレクタ２２の回転楕円曲面の第１焦点Ｆ１の近傍に位置し、Ｈ
Ｌ用光源２０が回転楕円曲面の第２焦点Ｆ２の近傍に位置するように反射面が設計されて
いる。
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【００２２】
　ＤＲＬ用光源１２の後方には、ＤＲＬ用リフレクタ１４が設けられる。ＤＲＬ用リフレ
クタ１４は、ＨＬ用リフレクタ２２とは別個の構成として設けられる。ＤＲＬ用リフレク
タ１４は略回転放物曲面として形成される反射面を光源側に有しており、ＤＲＬ用光源１
２から出射した光の一部をＤＲＬ用レンズ２４に向けて反射する。
【００２３】
　ＤＲＬ用光源１２から出射した光のうち、ＤＲＬ用リフレクタ１４に入射しない光の一
部は、補助反射部材１６に入射する。補助反射部材１６は遮蔽部材２８の後方に配置され
ており、例えばアルミ蒸着が施された、紙面に垂直の方向に延びる略平面の反射面を有し
ている。補助反射部材１６は、入射した光をサブリフレクタ１８に向けて反射する。
【００２４】
　サブリフレクタ１８は、補助反射部材１６によって反射された光をＨＬ用レンズ２６に
向けてさらに反射する位置に配置されるＤＲＬ用反射面１８ａを備える。但し、ＨＬ用リ
フレクタ２２で反射されＨＬ用レンズ２６に向かう光と干渉しないように、サブリフレク
タ１８は、ＨＬ用リフレクタ２２の第１焦点Ｆ１よりも後方に配置される。サブリフレク
タ１８は、道路上方の道路標識を照射するためのオーバーヘッドサイン（ＯＨＳ）反射面
１８ｂをＤＲＬ用反射面１８ａの連続面として備えていてもよい。
【００２５】
　サブリフレクタ１８は、例えば紙面に垂直の方向に延びる放物柱として構成される。こ
の場合、サブリフレクタ１８の放物線の焦点が、ＨＬ用レンズ２６の後方焦点の近傍、す
なわちＨＬ用リフレクタ２２の第１焦点Ｆ１の近傍に位置するようにすると好ましい。こ
うすると、サブリフレクタ１８からの反射光がＨＬ用レンズ２６の光軸Ａｘ２付近で照射
されるため、仮想鉛直スクリーン上で水平線の近傍を明るく照射することができる。
【００２６】
　図３（ａ）は、車両用前照灯１０においてＨＬ用光源２０を点灯したときの光線軌跡図
を示し、図３（ｂ）は、車両用前照灯１０においてＤＲＬ用光源１２を点灯したときの光
線軌跡図を示す。
【００２７】
　ＨＬ用光源２０を点灯した場合、図３（ａ）に示すように、ＨＬ用光源２０から出射し
た光はＨＬ用リフレクタ２２によって反射され、ＨＬ用レンズ２６に入射してロービーム
用配光パターンを形成する。
【００２８】
　ＤＲＬ用光源１２を点灯した場合、図３（ｂ）に示すように、ＤＲＬ用光源１２から出
射した光の大部分はＤＲＬ用リフレクタ１４によって反射され、ＤＲＬ用レンズ２４に入
射して、ＤＲＬに適した拡散光を形成する。ＤＲＬ用光源１２から出射した光のうち、Ｄ
ＲＬ用リフレクタ１４に入射しない光は、補助反射部材１６による反射の後さらにサブリ
フレクタ１８によって反射され、ＨＬ用レンズ２６に入射する。この結果、ＤＲＬ用光源
１２を点灯したときは、ＤＲＬ用レンズ２４とＨＬ用レンズ２６の両方で前方を照射する
ことが可能になる。
【００２９】
　以上説明したように、本実施の形態に係る車両用前照灯では、ＤＲＬ用光源とＨＬ用光
源とが同一の筐体内に配置される一方、ＤＲＬ用光源からの光をＤＲＬ用レンズに向ける
光学系と、ＨＬ用光源からの光をＨＬ用レンズに向ける光学系とが別個に設けられている
。したがって、ＤＲＬとＨＬのそれぞれの目的に合わせてリフレクタの反射面を設計する
などして、個別に配光を制御することが可能になる。
【００３０】
　また、ＤＲＬ用光源から出射した光がＤＲＬ用レンズとＨＬ用レンズの両方から車両前
方に照射されるので、追加の光源を用いることなくＤＲＬ用光源点灯時の発光面積を拡大
して、昼間時の被視認性を向上させることができる。
【００３１】
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　また、ＤＲＬ用光源から出射する光の一部をサブリフレクタに向けて反射する補助反射
部材を設けることで、ＤＲＬ用光源からＨＬ用レンズに直接に光を到達させるよりも、Ｈ
Ｌ用レンズに導かれる光量を増やすことができる。
【００３２】
　また、異なる目的を有する二種類のランプを一つのユニットとして一体化することがで
きるため、低コスト化、省スペース化を図ることができる。
【００３３】
実施の形態２．
　図４は、実施の形態２に係る車両用前照灯５０の概略断面図である。図４は、図２と同
様に、レンズの光軸を含む鉛直平面によって切断された断面を示している。実施の形態１
と同様に、前方開口を有するランプボディ７０と、前方開口部を覆うように配置されたＤ
ＲＬ用レンズ６４およびＨＬ用レンズ６６とによって灯室７６が形成され、灯室７６内に
光源およびリフレクタ等が配置される。ＤＲＬ用レンズ６４とＨＬ用レンズ６６の間には
、前照灯内部の構造を外部から遮蔽する遮蔽部材６８が配置される。
【００３４】
　ＤＲＬ用レンズ６４は、ＤＲＬ用光源５２から出射した光を車両前方に投影する。ＤＲ
Ｌ用レンズ６４は、ＤＲＬ用途に合わせて設計された、入射光を上下左右に拡散させる拡
散レンズである。
【００３５】
　ＨＬ用レンズ６６は、ＤＲＬ用レンズ６４の下方に隣接して配置される。ＨＬ用レンズ
６６は、車両前後方向に延びる第２光軸Ａｘ２上に後方焦点を有している。ＨＬ用レンズ
６６は、前方側表面が凸面の平凸非球面レンズからなり、その後側焦点面上に形成される
光源像を反転像として車両用前照灯５０の前方に投影する。
【００３６】
　ＤＲＬ用光源５２は、第２光軸Ａｘ２と平行に車両前後方向に延びる第１光軸Ａｘ１上
に配置される。また、ＨＬ用光源６０は、ＤＲＬ用光源５２よりも車両後方側に第２光軸
Ａｘ２上に配置される。ＨＬ用光源６０は、放熱板および不要な反射光を排除する遮蔽板
を兼ねた基板７２上に配置される。実施の形態１と同様に、ＤＲＬ用光源５２とＨＬ用光
源６０はともにＬＥＤで構成されることが好ましい。
【００３７】
　ＨＬ用リフレクタ６２は、ＨＬ用光源６０から出射する光をＨＬ用レンズ６６の後方焦
点に向けて反射する。ＨＬ用リフレクタ６２は、光軸Ａｘ２を中心軸とする略回転楕円曲
面として形成される反射面を光源側に有している。ＨＬ用リフレクタ６２は、ＨＬ用レン
ズ６６の後方焦点がＨＬ用リフレクタ６２の回転楕円曲面の第１焦点Ｆ１の近傍に位置し
、ＨＬ用光源６０が回転楕円曲面の第２焦点Ｆ２の近傍に位置するように反射面が設計さ
れている。
【００３８】
　ＤＲＬ用光源１２とＤＲＬ用レンズ６４の間には、ＤＲＬ用光源１２から出射した光を
ＤＲＬ用レンズ６４に導くための導光体５４が配置される。導光体５４は透明樹脂で構成
される。ＤＲＬ用光源１２と対面する入射部から入射した光は、内部反射により導光体５
４の中を伝搬し、導光体５４に形成されたステップからＤＲＬ用レンズ６４に向けて光が
出射される。このステップの形状および数によって、ＤＲＬ用レンズ６４に入射する配光
を制御することができる。
【００３９】
　導光体５４の下側には、導光体内部を伝搬する光をサブリフレクタ５８に向けて反射す
るための反射面５４ａが形成されている。反射面５４ａは、紙面に垂直の方向に延びる略
平面形状であり、実施の形態１における補助反射部材に対応する部材である。
【００４０】
　サブリフレクタ５８は、導光体５４の反射面５４ａによって反射された光をＨＬ用レン
ズ６６に向けてさらに反射する位置に配置される。但し、ＨＬ用リフレクタ６２で反射さ
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れＨＬ用レンズ６６に向かう光と干渉しないように、ＨＬ用リフレクタ６２の第１焦点Ｆ
１よりも後方に配置される。サブリフレクタ５８は、例えば略回転放物面の反射面を有す
るように形成される。この場合、サブリフレクタ５８の放物面の焦点が、ＨＬ用レンズ６
６の後方焦点の近傍、すなわちＨＬ用リフレクタ６２の第１焦点Ｆ１の近傍に位置するよ
うにすると好ましい。こうすると、サブリフレクタ５８からの反射光がＨＬ用レンズ６６
の光軸Ａｘ２付近で照射されるため、仮想鉛直スクリーン上で水平線の近傍を明るく照射
することができる。
【００４１】
　図５（ａ）は、車両用前照灯５０においてＨＬ用光源を点灯したときの光線軌跡図を示
し、図５（ｂ）は、車両用前照灯５０においてＤＲＬ用光源を点灯したときの光線軌跡図
を示す。
【００４２】
　ＨＬ用光源６０を点灯した場合、図５（ａ）に示すように、ＨＬ用光源６０から出射し
た光はＨＬ用リフレクタ６２によって反射され、ＨＬ用レンズ６６に入射してロービーム
用配光パターンを形成する。
【００４３】
　ＤＲＬ用光源５２を点灯した場合、図５（ｂ）に示すように、ＤＲＬ用光源５２から出
射した光は導光体５４内を内部反射によって伝搬される。そして、内部反射光の一部はＤ
ＲＬ用レンズ６４に向けて出射され、ＤＲＬに適した拡散光を形成する。内部反射光の残
りは、導光体５４の反射面５４ａによってサブリフレクタ５８に向けて反射され、さらに
サブリフレクタ５８によってＨＬ用レンズ６６に向けて反射される。この結果、実施の形
態１と同様に、ＤＲＬ用光源５２を点灯したときは、ＤＲＬ用レンズ６４とＨＬ用レンズ
６６の両方で前方を照射することが可能になる。
【００４４】
　以上説明したように、実施の形態２に係る車両用前照灯でも、ＤＲＬ用光源とＨＬ用光
源とが同一の筐体内に配置される一方、ＤＲＬ用光源からの光をＤＲＬ用レンズに向ける
光学系と、ＨＬ用光源からの光をＨＬ用レンズに向ける光学系とが別個に設けられている
。したがって、ＤＲＬとＨＬのそれぞれの目的に合わせてリフレクタの反射面を設計する
などして、個別に配光を制御することが可能になる。
【００４５】
　また、ＤＲＬ用光源から出射した光がＤＲＬ用レンズとＨＬ用レンズの両方から車両前
方に照射されるので、追加の光源を用いることなくＤＲＬ用光源点灯時の発光面積を拡大
することができる。
【００４６】
　また、異なる目的を有する二種類のランプを一つのユニットとして一体化することがで
きるため、低コスト化、省スペース化を図ることができる。
【００４７】
　本発明は、上述の各実施形態に限定されるものではなく、当業者の知識に基づいて各種
の設計変更等の変形を加えることも可能である。各図に示す構成は、一例を説明するため
のもので、同様な機能を達成できる構成であれば、適宜変更可能であり、同様な効果を得
ることができる。
【００４８】
　補助反射部材１６とサブリフレクタ１８、および反射面５４ａとサブリフレクタ５８の
形状は、上記以外にも様々な組み合わせが可能である。例えば、補助反射部材１６または
反射面５４ａを楕円柱状にし、サブリフレクタ１８または５８を平面状に形成してもよい
。あるいは、補助反射部材１６または反射面５４ａを楕円柱状にし、サブリフレクタ１８
または５８をも楕円柱状に形成してもよい。
【００４９】
　実施の形態では、ＤＲＬ用レンズとＨＬ用レンズとを別の構成として記載したが、両者
が一体的に構成されていてもよい。
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【００５０】
　実施の形態では、ＤＲＬとＨＬとを一つの車両用前照灯で実現する場合について説明し
たが、ＤＲＬ用の光源をＣＬＬとして使用してもよい。この場合、ＤＲＬ用リフレクタお
よびサブリフレクタは、ＣＬＬに適した配光が実現されるように設計されることが好まし
い。
【符号の説明】
【００５１】
　１０　車両用前照灯、　１２　ＤＲＬ用光源、　１４　ＤＲＬ用リフレクタ、　１６　
補助反射部材、　１８　サブリフレクタ、　２０　ＨＬ用光源、　２２　ＨＬ用リフレク
タ、　２４　ＤＲＬ用レンズ、　２６　ＨＬ用レンズ、　２８　遮蔽部材、　５０　車両
用前照灯、　５２　ＤＲＬ用光源、　５４　導光体、　５４ａ　反射面、　５８　サブリ
フレクタ、　６０　ＨＬ用光源、　６２　ＨＬ用リフレクタ、　６４　ＤＲＬ用レンズ、
　６６　ＨＬ用レンズ、　６８　遮蔽部材。

【図１】 【図２】
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【図５】
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